
　９月末で約８５年の運行
に終止符を打った日ノ丸
バス米子～松江線に代わ
り、１０月１日から一畑バ
ス松江～荒島線が４往復
の運行を始めました。
　イエローバス(安来市広
域生活バス)４便と合わせ、合計８便(往復１６便)に変更ありま
せん。今後の継続のためぜひご利用ください。

　松江市議会９月定例会は９月２日に開会し、当初１０月２
日までの予定を７日間延長し１０月９日に３８日間の会期を
終え閉会しました。
　市長提出議案の総額１２億６，６３８万円の令和２年度一
般会計補正予算案など２４件・決算１４件の議案を原案通
り可決、認定しました。なお、松江市新庁舎建設事業に関
する住民投票条例の制定については、反対多数で否決さ
れました。(２・３ページの「課題クローズアップ」で取り上げ
ています)
　また、議員提出議案２件が提出され、我が松政クラブが
起案した「『少人数学級編成』の現行制度の拡充によるコ
ロナ下での教育の質及び財源の確保を求める意見書につ
いて」と、「国土強靱化、老朽化対策を含む地方の社会資
本整備の促進を求める意見書について」は、提案通り可決
しました。
　６月定例会以降の松江市の新型コロナウイルス感染症
対策関連事業は、８月７日の８月臨時議会で専決処分報告
を行った「令和２年度補正予算 一般会計第４号」で７億４，
６４４万円余、その内容は商業・サービス業感染症対応支
援事業。また、「令和２年度補正予算 一般会計第５号」で、
補正予算額は４億７，２４７万円余。特別定額給付金の支
給対象とならなかった４月２８日以降の出生児１人につき１
０万円支給を市単独で給付、プレミアム付飲食券発行２万
組の追加販売への事業なども含まれています。
　そして、９月定例議会では、「令和２年度補正予算 一般
会計第６号」で７億２，４７４万円余、交通系ＩＣカード導入や
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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昭和25年生まれ(現在69歳)出雲郷小学校→東
出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出雲
町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に退
職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成25
年4月2期目当選　平成29年４月３期目当選
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ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを
していきましょう。この度後援会だよりvol.３７を発行いたし
ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

後 援 会 だ よ り O c t o b e r

最 近 の 活 動から
一畑バス荒島行きの運行開始

９月定例議会
新型コロナウイルス感染症対策に全力投入です

決算監査の市長報告

　市監査委員として７月と８月に、一般会計など１４会計の
令和元年度決算監査を行い、３種の審査報告書にまとめま
した。総体としては健
全化に向かった決算
内容でした。その結
果を、８月２８日に３監
査委員揃って松浦市
長に報告し、課題に
ついても意見交換を
行いました。

路線バス事業者への運行支援などを計上。９月２９日に追
加提案の「令和２年度補正予算 一般会計第７号」で１億
６，２３８万円余。製造業緊急販路拡大等支援事業1億円な
どを計上しました。新型コロナウイルス感染症対策に全力
投入です。
(予算金額や提出議案の詳細は市ホームページや市報等
をご覧ください)

決算監査報告後の意見交換

自転車安全運転マナーの指導

　秋の全国交通安全運動期間中の９月３０日に「自転車マ
ナーアップ街頭指導」が全市一斉で実施され、東出雲交番
近くの国道９号線交差点に立ちました。東出雲中学校生徒

や出勤途中の皆さんに
自転車のマナーアップ
を呼びかけました。コロ
ナ禍で全ての交通安全
行事が中止になる中、
唯一の出番でした。

東出雲交番近くの交差点で街頭指導

10月1日の一畑バス第一便

　１０月２２日に、揖屋馬潟線の早期完成を目指す揖屋馬潟線
建設促進会議の総会が東出雲支所で開かれました。現在工事
中の６６０ⅿ区間は今年度末に完成予定ですが、東側の１，２００
ⅿ区間の崎田地区内での遺跡試掘調査で「古代の道」が見つ
かり本格的な調査を行うことの説明がありました。

　１，２００ⅿ区間は令和
３年度から本格的な工
事に着手予定でしたが、
この調査によって最低1
年間事業が遅れる見通
しになりました。早期の
全面開通を願い取り組
みを続けます。

揖屋馬潟線の予定地下に遺跡

計画予定地の「古代の道」の位置

1次調査箇所

12月定例議会予定
12月 2日（水）本会議（会期の決定、提案説明）

7日（月）一般質問
8日（火）一般質問
9日（水）一般質問・議案質疑・

委員会付託
10日（木）総務委員会・

予算委員会総務分科会
11日（金）教育民生委員会・

予算委員会教育民生分科会
14日（月）経済委員会・

予算委員会経済分科会
建設環境委員会現地視察

15日（火）建設環境委員会・
予算委員会建設環境分科会

18日（金）予算委員会
（分科会長報告・質疑・討論・採決）

22日（火）本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会



員
会
の
第
1
期
委
員
と
し
て
、ま
た
新
庁
舎

建
設
の
諸
予
算
を
議
決
し
て
き
た
立
場
と

し
て
、議
会
制
民
主
主
義
に
則
り
、議
第
１

５
７
号
に
否
決
の
立
場
を
と
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
新
庁
舎
建
設
を

め
ぐ
る
１
万
５
千
人
近
く
の
署
名
活
動
や

関
連
す
る
活
動
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
行
政

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。一
方
で
、冷
や
や
か
な
市
民
の
声
や
声

な
き
声
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。ま
ち
に

分
断
が
生
じ
な
い
よ
う
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。今
回
の
議
会
の
判
断
が
、こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
希
望
の
持
て
る
最
善
の
判
断
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
よ
う
、議
員
と
し
て
の

思
い
責
任
を
背
負
い
な
が
ら
今
後
も
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
後
も
、建
設
事
業
費
の
軽
減

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
の
反
映
に
努
力
し

て
い
く
考
え
で
す
。ま
た
、支
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
後
援
会
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に

説
明
や
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。一
方
で
、市
執
行
部
に
は
火
中
の

栗
を
拾
う
が
ご
と
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
丁
寧
な
説
明
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
市
議
会
閉
会
後
の
新
庁
舎
建
設
特

別
委
員
会
で
は
、現
在
地
で
建
設
の
実
施
設

計
完
了
に
よ
っ
て
、１０
月
２９
日
に
工
事
入
札

クローズアップ
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題

経
て
決
め
て
い
く
こ
と
が
民
主
主
義
社
会

の
基
本
。』と
述
べ
ら
れ
た
が
、私
た
ち
松
政

ク
ラ
ブ
の
基
本
理
念
と一
致
し
て
い
る
と
感

ず
る
が
市
長
の
政
治
的
理
念
も
含
め
て
考

え
を
問
う
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、市
長
等
の
答
弁
か
ら
、工
事

着
工
が
遅
れ
れ
ば
工
事
費
が
増
高
す
る
こ

と
、住
民
投
票
す
る
場
合
選
挙
人
名
簿
の
調

製
の
シ
ス
テ
ム
改
修
等
に
１
８
０
日
が
必
要

で
条
例
案
の
70
日
で
は
準
備
が
で
き
な
い
こ

と
、住
民
投
票
に
係
る
総
経
費
は
８
，４
０
０

万
円（
税
金
持
ち
出
し
）で
あ
る
こ
と
な
ど

が
わ
か
り
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、真
政
ク
ラ

ブ
、公
明
ク
ラ
ブ
、市
民
ク
ラ
ブ
、共
産
党
市

議
団
が
代
表
議
員
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、採
決
の
検
討
の
た
め
休
憩
。松

政
ク
ラ
ブ
で
は
、討
論
原
稿
を
会
派
統
一
意

見
と
決
し
ま
し
た
。そ
の
後
、討
論
に
入
り
、

松
政
ク
ラ
ブ
会
長
の
森
脇
勇
人
議
員
が
会

派
を
代
表
し
て
議
第
１
５
７
号
を
反
対
す

る
立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。討
論
は
ほ
か

に
、共
産
党
市
議
団（
賛
成
）、市
民
ク
ラ
ブ

（
反
対
）、公
明
ク
ラ
ブ（
反
対
）、友
愛
ク
ラ

ブ（
反
対
）が
行
い
ま
し
た
。な
お
、真
政
ク

ラ
ブ
の
み
討
論
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
採
決
が
行
わ
れ
起
立
で
表
決
が

あ
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、賛
成
４（
共
産
党

市
議
団
３
名
、出
川
議
員
）、反
対
27
で
、議

第
１
５
７
号
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、貴

谷
議
員
と
三
島
進
議
員
は
棄
権
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
住
民
投
票
は
、地
方
自
治
法
で

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、重
要
政
策
の
判
断

に
限
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。例
え
ば
、大
阪

市
を
な
く
し
て
４
特
別
区
を
設
置
す
る
と

い
う
大
阪
都
構
想
な
ど
は
市
民
生
活
に
大

き
な
変
化
を

伴
う
事
で
あ

り
有
効
と
考

え
ま
す
。一方
、

市
庁
舎
の
改

築
は
大
き
な

予
算
を
伴
い

ま
す
が
、約

６０
年
に
一
度

は
必
ず
訪
れ
る
課
題
で
あ
り
、政
策
と
い
う

よ
り
も
公
共
施
設
の
機
能
回
復
に
関
わ
る

も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
議

論・提
案
は
、老
朽
化
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時

か
ら
発
議
さ
れ
て
も
い
い
も
の
で
し
た
。今

回
の
新
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、市
か
ら
の

基
本
構
想
策
定
の
た
め
の
市
民
会
議
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
市
民
も
多
く
あ

り
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
の
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
の

市
民
の
意
見
は
市
行
政
と
議
会
と
で
情
報
共

有
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ま
す
。市
民
に
は

機
会
が
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な

く
、機
会
は
過
去
に
あ
っ
た・そ
れ
を
知
ら
な

か
っ
た
、又
は
関
心
が
薄
か
っ
た
と
い
う
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
こ
と
が
議
会
審

議
を
行
い
建
設
予
算
成
立
後
で
の
今
回
の
署

名
活
動
な
ど
に
唐
突
感
を
感
じ
る
所
以
で

す
。市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
の
発
信
は
、

他
に
市
民
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
要

望
、陳
情・請
願
で
も
で
き
た
は
ず
で
す
。

　

庁
舎
位
置
に
つ
い
て
も
、現
在
場
所
か
ら

他
所
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。仮
に
他
の
場
所
選
定

を
検
討
す
る
と
す
れ
ば
、現
在
の
市
庁
舎
敷

地
の
処
分
方
法
を
セ
ッ
ト
と
し
て
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
と
し
て
の
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
先
行
き
の
不
透
明
と
今
後
の
財

政
見
通
し
の
心
配
は
、地
方
財
政
法
に
よ

る
国
の
交
付
税
制
度
や
今
後
の
慎
重
な

財
政
運
営
に
よ
っ
て
克
服
す
べ
き
課
題
で

す
。新
型
コ
ロ

ナ
に
限
ら
ず

今
後
の
大
災

害
の
発
生
な

ど
幾
多
の
困

難
の
予
測
は

不
可
能
で
す
。

老
朽
化
が
深
刻
に
進
行
し
て
い
る
現
庁

舎
の
建
替
え
は
地
震
対
策
な
ど
喫
緊
の

現
実
の
問
題
で
、立
ち
止
ま
ら
ず
に
歩
き

な
が
ら
考
え
る
大
問
題
で
す
。

　

総
事
業
費
約
１
５
０
億
円
の
内
訳
は
、

５０
億
円
は
貯
金
か
ら
、残
る
約
１
０
０
億

円
は
起
債（
借
金
）で
す
。こ
の
起
債
は
公

適
債（
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
）と
い
う
有
利
な
も
の
で
、約
３０
億
円

は
後
々
普
通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
の
交

付
対
象
と
な
り
ま
す
が
、令
和
２
年
度
ま

で
に
実
施
設
計
に
着
手
し
た
事
業
が
対

象
で
、こ
の
好
機
を
逃
さ
な
い
こ
と
も
大

切
な
視
点
で
す
。

　

松
江
市
の
こ
の
数
年
の
総
予
算
は
１
，

８
０
０
億
円
台
、う
ち
一
般
会
計
は
約
１
，

０
０
０
億
円
で
す
。実
質
の
借
金
負
担
額

は
約
７０
億
円
と
な
り
、新
庁
舎
は
一
般
会

計
で
す
の
で
３０
年
償
還
の
起
債
を
組
め

ば
１
年
に
約
４
億
円
負
担
の
償
還
に
な

り
ま
す
。そ
れ
が
負
荷
に
な
る
か
と
い
え

ば
、本
市
の
財
政
ス
ケ
ー
ル
上
問
題
な
い
数

字
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
借
金
の
償
還
期
間
は
３０
年
。

公
共
事
業
の
借
金
は「
世
代
間
の
負
担
の
公

平
」と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。新
庁
舎

の
場
合
、完
成
し
て
す
ぐ
使
う
人
と
３０
年
後

に
使
う
人
が
建
設
費
を
分
担
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

野
々
内
は
、市
議
会
新
庁
舎
建
設
特
別
委

クローズアップ
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題
新庁舎建設事業の住民投票条例案を否決

９月定例議会

　
「
議
第
１
５
７
号 
松
江
市
新
庁
舎
建
設

事
業
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」は
、９
月
定
例
会
最
終
日
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、わ
が
松
政
ク
ラ
ブ
か
ら
幹

事
長
の
野
津
直
嗣
議
員
が
会
派
を
代
表
し

て
、条
例
提
案
者
で
あ
る
松
浦
市
長
に
質

問
し
ま
し
た
。こ
の
質
問
文
は
、こ
れ
ま
で

複
数
回
の
会
派
総
会
な
ど
で
練
り
上
げ
た

も
の
で
す
。

　

野
津
議
員
は
、①
条
例
文
に
つ
い
て
、②

市
長
の
反
対
意
見
書
に
つ
い
て
、③
請
求
代

表
者
の
意
見
陳

述
に
つ
い
て
の
３

点
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。質
問
の

締
め
く
く
り
と

し
て
、「
片
岡
氏

が『
自
分
と
違
う

意
見
の
人
と
出

会
い
ぶ
つ
か
り
耐

え
て
納
得
を
目

指
す
プ
ロ
セ
ス
を

新
庁
舎
建
設
事
業
の
住
民
投
票
条
例
案
を
否
決

９
月
定
例
議
会

審
議
の
結
果
、反
対
多
数
で
否
決

審
議
の
結
果
、反
対
多
数
で
否
決

住
民
投
票
へ
の
考
え
方

住
民
投
票
へ
の
考
え
方

財
政
面
か
ら
の
考
え
方

財
政
面
か
ら
の
考
え
方

野
々
内
の
考
え
方

野
々
内
の
考
え
方

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

市
民
団
体
か
ら
の
署
名
活
動
を
経
て
提
出
さ
れ
た
、新
庁
舎
建
設
の
一
時
中
断
の
是

非
を
問
う「
松
江
市
新
役
所
建
設
事
業
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」。市
議
会
９

月
定
例
会
に
追
加
上
程
さ
れ
最
終
日
の
１０
月
９
日
に
審
議
の
結
果
、反
対
多
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。今
号
で
は
、こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

市役所竣功を伝える昭和３７年６月発行の松江市報。
現在の市庁舎は竣工から５８年目を迎えました

市の提供資料

過去に行われた新庁舎建設に関する
ワークショップの一場面(議会資料として市が提供)

市役所の廊下は雨降りの度に
バケツが置かれます

の
公
告
、１２
月
中
旬
に
入
札・仮
契
約
を
経

て
、１２
月
定
例
議
会
に
議
会
同
意
を
求
め
る

追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
が
執
行
部

か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
発
注
で
は
、一
般
競
争
入
札
を
採
用

し
、入
札
参
加
資
格
に
工
事
品
質
確
保
の
た

め
の
制
限
を
設
け
、市
内
企
業
の
受
注
機
会

の
確
保
の
た
め
工
種
毎
の
分
離
発
注（
建
築

主
体・電
気
設
備・機
械
設
備
）を
実
施
す
る

と
し
て
い
ま
す
。地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の

貢
献
と
し
て
早
期
の
工
事
発
注
を
す
る
こ
と

で
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
ダ
メ
ー
ジ
で
落
ち
込
ん

だ
市
内
経
済
の
早
期
回
復
と
い
う
視
点
で
、

経
済
界
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
と
し
て
い
ま

す
。い
よ
い
よ
現
在
地
で
の
建
設
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、多
く
の
市
内
企
業
に
経
済
波

及
効
果
が
及
ぶ
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
、「
の
の
う
ち
誠
公
式
ブ
ロ
グ
」の
7
月
1

日
付
け「
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」、１０
月
９

日
付
け「
９
月
市
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
」

な
ど
で
、経
過
や
財
政
等
の
説
明
を
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
方

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
方新庁舎イメージ図

【基本設計】 
25,250㎡

552,884

13,654,603 ▲42,125 13,612,478

792,513 39,968 832,481

15,000,000 0 15,000,000

25,593 459 26,052

600 0 600

9,961,400 ▲300 9,961,100

5,000,000 0 5,000,000

12,407 ▲159 12,248

2,157 555,041

基本構想・基本計画、基本設計・実施設計、
備品設計、事務費 等
アスベスト調査、敷地測量調査、地盤調査、
工事損害調査 等

その他

事業費に
対する市の
実質負担

合　計

（備品購入、引っ越し、駐車場管制設備等システム整備、
機械警備、電気通信設備の引き込み 等）

工事監理委託

建築主体工事

電気設備工事

機械設備工事

建築主体工事

電気設備工事

機械設備工事

建築主体工事

電気設備工事

機械設備工事

社会資本整備交付金

基本設計 増減 実施設計

一般単独事業債

公適債の70％

庁舎建設基金

一般財源

計

【参考】地方債元金に対する交付税措置

600

6,972,980

5,000,000

12,407

11,985,987

2,988,420

0

▲210

0

▲159

▲369

▲90

600

6,972,770

5,000,000

12,248

11,985,618

2,988,330

一般単独

公適債

庁舎建設基金

一般財源

設 

計 

等

工 

事 

費

財 

源

１
期

２
期

３
期

国

市
債

増減 【実施設計】
25,370㎡

（単位：千円）■実施設計事業費の状況


